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取扱説明書（ 保証書付き）

こ のたびは、弊社製品をお買い上げいただきあり がとう ございます。

正し く 安全にご使用いただく ためによく お読みいただき 、大切に保管してく ださ い。

販売店様・ 施工業者様へのお願い

本書は、お客様が本製品を 適切にご使用いただく ための説明・ 注意事項が記載さ れて

おり ます。必ずお客様にお渡し く ださ い。

取扱説明書 N o . P － 2 3 0 0 0 1 初版

T P 型メ カ  チェ ーン式/コ ード 式

資材管理ナンバー及びQRコ ード



警告

注意

本製品は屋内用です。屋外へは取付けないでく ださ い。 　

高温多湿の条件下や水に濡れるこ と が予想さ れる 場所へは取付けない

でく ださ い。

製品は、水平に取付けてく ださ い。

付属のブラ ケット 取付けネジは木部用です。木部以外には使用し ないでく ださ い。

本製品を 取付ける下地の強度や材質を 確認し 、施工し てく ださ い。確実に下地に取付

けていない場合は落下の原因になり ます。

取扱説明書に記載さ れているブラ ケット 取付け数量と 取付け位置、取付け方法は必ず

お守り く ださ い。本体が落下する 恐れがあり ます。
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安全上のご注意( 必ずお守り く ださ い）

※本書は、お買い上げいただいた製品を 正し く 安全にご 使用し ていただく ために特に注意し ていただ

く こ と を 表示し てあり ます。取付け前に必ずお読みいただき、適切な 取扱いをお願いいたし ます。

● 本書では、表示内容を 無視し て誤った使い方をし た時に生じ る、危険や損害の程度を次の表

示で区分し 、説明しています。

● 本書では、お守り いただく 内容の種類を、次の図記号で区分し 説明しています。

製品の取扱いにおいて、その行為を「 禁止」 する図記号です。

製品の取扱いにおいて、指示に基づく 行為を「 強制」 する図記号です。

■ 取付け上のご注意（ 取付け前に必ずお読みく ださ い）

警告

注意

製品の取扱いを 誤っ た場合、死亡または重傷を 負う こ と が想定さ れる

危害の程度を 示しています。

製品の取扱いを 誤った場合、傷害を 負う こ と が想定さ れるか、または物

的損害の発生が想定さ れる危害・ 損害の程度を 示し ています。
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メ カ部の分解や可動部への注油は、破損や故障の原因と なりますので絶対におやめく ださ い。

火のそばでのご使用は絶対におやめく ださ い。

加湿器は製品から 離し てご使用く ださ い。製品近く で加湿器を使用します

と 、水道水のミ ネラ ル成分等が白い粉と なり 、製品に付着し て動作不良等

の原因と なる場合があります。

強風の時は、必ず窓を閉めるかスクリー

ンをたたみ上げた状態にしてく ださ い。

必ず操作コ ード またはボールチェーン を 持って操作を 行ってく ださ い。スクリ ーン や

ボト ムレ ールを持って操作を 行う と 、製品の破損や故障の原因になり ます。

開閉動作の範囲内に破損の恐れがあ

る 物や操作の障害と なる物を 置かな

いでく ださ い。

■ 使用上のご注意（ ご使用前に必ずお読みく ださ い）

製品に物を吊り 下げたり 、ぶら下が

ら な いでく ださ い。製品が破損し

たり 、落下する恐れがあり ます。

急激な 操作や無理な 操作は、絶対に

おやめく ださ い。製品の落下や、破損

などの恐れがあり ます。

警告

注意

コ ード やチェーン が体に巻き ついたり 、引っかかる よう なこ と

をし ないでく ださ い。事故の恐れがあり ます。

小さ な お子様がいる ご 家庭で は、ブ ラ イ ンド やスク リ ーン の

コ ード やチェーン 類の近く に、ソ フ ァ ーやベッド を 置かないで

く ださ い。ソ フ ァ ーやベッ ド に上がれば手が届き、事故の恐

れがあり ます。

子供は思わぬ行動をと り ま す。大人の常識は通用し ません。

お子様をコ ード やチェーン で遊ばせないでく ださ い。

操作をし な い時は、お子様の手が届かな い位置で チェーン を

束ねて、コ ード クリ ップ で留めてく ださ い。



製品全体図及び部品名称
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■ 製品全体図と 部品名称

■ 付属部品

■ 製品重量

①

② ③

⑩

④

⑪

⑫

⑨

⑥

⑧

⑤

製品巾（ W ）

製
品
高
さ（
H
）

⑦ ⑦

④

⑭

⑬

③

②

①

⑤

⑮

⑧

⑥

⑨

⑯

〈 チェ ーン 式〉 〈 コ ード 式〉

部品 名

ヘッ ド レ ールキャ ッ プ

ブラ ケッ ト

ヘッ ド レ ール

昇降コ ード

①

②

③

④

ボト ムレ ールキャ ッ プ

ボト ムレ ール

スク リ ーン

ピッ チキープコ ード

⑤

⑥

⑦

⑧

メ ンテナン スシール

操作プーリ ー

ボールチェ ーン

コ ード ク リ ッ プ

⑨

⑩

⑪

⑫

コ ード 口

コ ード ジョ イ ン ト

操作コ ード

セーフ ティ ーホッ ク

⑬

⑭

⑮

⑯

　 　 　  ～ 1 2 0 0

1 2 1 0  ～ 2 0 0 0

2 0 1 0  ～ 3 0 0 0

部品名 ブラケット コ ード クリップ
※ブラ ケット 取付けネジ

（ ナベφ3 .5×2 0 ）

2  個

3  個

4  個

2  本

3  本

4  本

1  個

製品巾
（ m m ）

※コ ード ク リ ップ はチェーン 式のみ製品に取付けら れていま す。

※ ネジ類の取付けは、プラスド ラ イバー(N o .2 )をご使用く ださ い。

チェ ーン式 ： 約 3 .7 kg （ 巾 2 0 0 0 m m × 高さ 2 0 0 0 m m の場合）

コ ード 式 ： 約 3 .3 kg （ 　 　 　 　 　 　 　 　 〃　 　 　  ）

※ 製品重量は、スク リ ーン 種類によって多少異なり ま す。
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製品の取付け/取外し 方法

■ 取付けの種類

付属部品の取付けネジは木部用です。 木部以外には使用し ないでく ださ い。

注意

〈 天井付けの場合 〉〈 正面付けの場合 〉

4 4

4 4

17

15

5 0
取付け面

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

取付け面

5 0

2 9

（ m m ）（ m m ）
ブラ ケット

室
内
側

窓  

側

■ ブラ ケッ ト の取付け位置

❶ ブ ラ ケッ ト 取付け面が水平である こ と を 確

認し てく ださ い。

❷ ブラ ケッ ト はヘッ ド レ ールの両端から 各4 ～

7 cm の位置に取付けてく ださ い。

❸ ブ ラ ケッ ト が3 個以上の場合はその間が等

間隔になるよう 取付けてく ださ い。

4 ～7 cm4 ～7 cm 等間隔等間隔

ブラ ケット ヘッド レ ール

■ ブラ ケッ ト の取付け方法

●上記の「 取付けの種類」 の図を 参考にし て、 ブラ ケッ ト を付属のブラ ケッ ト 取付けネジで

取付けてく ださ い。

※ブラ ケット 1 個に対し 、取付けネジは1 本です。上記の図はブラ ケット の長穴の中心までの寸法図です。正

面付けの場合は上部の穴もしく は下部の穴どちらかを取付け状況に応じ てご使用く ださ い。

ブラ ケッ ト の取付け位置を必ずお守り く ださ い。製品が故障・ 落下する恐れがあり ます。

注意
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ヘッ ド レ ールを仮止めフ ッ ク に確実に引っ 掛けて、 取付けてく ださ い。

ヘッ ド レ ール取付け後、 ヘッ ド レ ール前面を 下に引っ ぱり 、 確実に本体がブラ ケッ ト

に固定さ れているこ と をご確認く ださ い。

注意

ブラ ケッ ト から ヘッ ド レ ールを 取外す際は、 必ず手で本体を支えながら 作業し てく だ

さ い。

注意

■ 本体の取付け方法

❶ヘッ ド レ ールをブラ ケッ ト の仮止めフ ッ ク に引っ 掛けてく ださ い。

❷ヘッ ド レ ールを奥に「 カ チッ 」と 音がなるまで押し 込んでく ださ い。

ブラ ケット

ヘッド レ ール

❶ 仮止め
フッ クに
引っ 掛けて

❷ 奥に押す

仮止めフッ ク

取
付
け
面

〈 コ ード 式の場合 〉〈 チェーン式の場合 〉

〈 コ ード 式の場合 〉〈 チェーン式の場合 〉

取
付
け
面

ブラ ケット

ヘッド レール
❷ 奥に押す

仮止めフッ ク

❶ 仮止め
フッ クに
引っ 掛けて

■ 本体の取外し 方法

❶ スク リ ーン を たたみ上げた状態で本体を 持ち 、ブ ラ ケッ ト の解除ボタ ン を 押し ながら（ ①）

ヘッ ド レ ールを手前に引いてく ださ い（ ②）。

❷ヘッ ド レ ールを仮止めフ ッ ク から 外し てく ださ い。

取
付
け
面

ブラ ケット

ヘッド レール

① 解除ボタ ン
を押し ながら

② 手前に引く

仮止めフッ ク

取
付
け
面

ブラ ケット

ヘッド レ ール

① 解除ボタ ン
を押し ながら

② 手前に引く

仮止めフッ ク
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■ 取付け方法

❶ コ ード ク リ ッ プ 先端のレ バーを 広げ、ロ ッ ク

を 解除し 、コ ード ク リ ッ プ本体を 開いて、製品

のボールチェ ーン を コ ード ク リ ッ プに通し て

く ださ い。

■ 使用方法

❶ コ ード ク リ ッ プ 先端のレ バーを 広げ、ロ ッ ク

を 解除し 、コ ード ク リ ッ プ 本体を 開いてく だ

さ い。

コ ード ク リ ッ プを 無理に広げないでく

ださ い。破損の原因になり ます。

コ ード ク リ ッ プの間に指やスク リ ーンな

どを挟まないよう に、ご注意く ださ い。

注意

❷ コ ード ク リ ッ プ へボールチ ェ ーン を 通し た

ら 、コ ード ク リ ッ プ先端を 閉じ 、ロ ッ ク を かけ

てく ださ い。

●こ のコ ード クリップは、ボールチェ ーンがお子様

の首や体に巻きつかないよう に、危険を回避す

る為の補助部品です。すべての使用下において

安全を保障するも のではありません。

● お子様の手が届かない位置でボールチェ ーン

を束ねて、コ ード クリップで留めてく ださ い。

レ バー
コ ード ク リ ッ プコ ード ク リ ッ プ

レ バー

ボールチェ ーン

弊社のボールチェ ーン以外には使用し ないでく ださ い。

お子様を ボールチェ ーン で遊ばせないでく ださ い。 首や体に巻き 付く 等し て思わぬ事

故を招く 恐れがあり ます。

警告

コ ード ク リ ッ プの取付け/使用方法(チェ ーン式の場合)
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ボールチェ ーンは一列になるよう に挟んでく ださ い。重なっ た状態で挟むと ズレ 落ちる

場合があり ます。

注意

❷ コ ード ク リ ッ プを持ち上げ、開いた中にボールチェ ーンを通し てく ださ い。

❸ 開いているコ ード ク リ ッ プを閉じ て、ロッ ク をかけてく ださ い。

❹ 製品を 操作する 際は、コ ード ク リ ッ プ先端

のレ バーを 広げ、ロ ッ ク を 解除し 、ボール

チェ ーン を 降ろ し 、コ ード ク リ ッ プのロ ッ

ク をかけてから 製品を操作し てく ださ い。

※ 通常 使 用 ※ 長 い 場 合 は 折 り 返 し
て 長 さ を 調 節 し て く
だ さ い 。

※ 必 ず 2 本 以 上 で 留 め
て く だ さ い 。1 本 の
場 合 ズ レ 落 ち る こ と
があ り ま す 。

コ ード ク リ ッ プのロ ッ ク を 外し たまま

製品を操作すると 、ボールチェ ーンから

コ ード ク リ ッ プが外れ、落下する場合が

あり ますので必ずロ ッ ク し てから 操作

し てく ださ い。

注意
ロ ッ ク

ボールチェ ーン
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❶ 高さ 調整部品はボト ムレ ール上面に付いてい

ます。製品正面から 作業を 行う 場合は、ボト ム

レ ールを正面側にひっ く り 返し てく ださ い。

※ 高さ 調整は必要に応じ て行ってく ださ い。

※ 調整はスクリ ーン (ボト ムレ ー ル)を 下げた 状態で

行ってく ださ い。

❷ ロッ ク プレ ート を 外し てく ださ い。

❸調整部を スラ イド さ せ、高さ 調整を 行ってく だ

さ い。

※ 調整部は 4 段階スラ イド さ せるこ と ができ ます。

※1 段階で 約 5 m m 製品高さ を 短く する こ と がで き

ます。（ 最大約 2 0 m m ）

※ 調整部を 逆方向にスラ イド するこ と で、短く し た 製

品高さ を 元に戻すこ と ができ ます。

高さ 調整の際、作業をし ていない箇所は必ずロッ ク プレート を取付けてく ださ い。

注意

❹ ロッ ク プレ ート を取付けてく ださ い。

※ ロッ ク プ レ ート の突起部を 調整部の溝にはめて

く ださ い。

※ 高さ 調整を 行う 場合は、必ず 全ての昇降コ ード

の調整を 行ってく ださ い。

スク リ ーンの高さ 調整方法

❷ ロックプレート を外す

❸ 調整部をスライド さ せ
高さ 調整を行う

ボト ムレール上面

❶ ひっく り 返す

昇降コ ード

高さ 調整部品

ロックプレート

スクリ ーン表面

❹ ロックプレート 突起部を
調整部の溝にはめる
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操作方法

ボト ムレ ール

スクリ ーン

ボ
ー
ル
チ
ェ
ー
ン手

前
側

●手前側のボールチェ ーン を 下方向に 2 cm

程引き、手を離し てく ださ い。自動でボト ム

レ ールが降下し ます。

■ スク リ ーン ( ボト ムレ ール) を 下げる 方法

●手前側のボールチェ ーン を 下方向に引き 、

ス ク リ ーン ( ボト ムレ ール) を 止めた い位

置で手を離し てく ださ い。

■ スク リ ーン ( ボト ムレ ール) を 上げる 方法

チェーン式の場合

次の操作は部品が破損し 、昇降動作ができなく なる恐れがあるため、おやめく ださ い。

▶ スクリ ーン、ボト ムレールを直接手で引く 操作。

▶ スクリ ーン(ボト ムレール)を一番上まで上げ切った状態で、さらにボールチェーンを強

　 く 引く 操作。

▶ 勢いよく スクリ ーン(ボト ムレール)をたたみ上げ切る操作。

スク リ ーン (ボト ムレ ール)が自動で下がっ ている 最中はボールチェ ーン から 手を 離

し てく ださ い。 手でボールチェ ーン を 持っ ていますと 、 正常に動作し ない場合があ

り ます。

注意
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※「 操作方法」の説明にある「 操作コ ード 」は下図の範囲を 示し ます。操作可能部は操作コ ード の他にコ ー

ド ジョ イ ント 、昇降コ ード を 含みます。

操
作
不
可
部

昇降コ ード

コ ード ジョ イ ン ト

操作コ ード

操
作
可
能
部

※ スク リ ーン ( ボト ムレ ール ) の昇降動作は、スト ッ プ と 解除が交

互に作動する機構と なっ ています。

●ボト ムレ ールが一番下にある 場合

は、操作コ ード を 下方向に引き、ス

クリ ーン ( ボト ムレ ール) を 止めたい

位置で手を 離してく ださ い。

■ スクリ ーン ( ボト ムレ ール) を下げる方法

● 操作コ ード を 少し 下に引く と スト ッ パーが解除さ れスク

リ ーン (ボト ムレ ール)が下がり ます。スクリ ーン (ボト ムレ ー

ル) を 途中で止めたい場合は、再度操作コ ード を 下方向へ

引く と スト ッ パーが効き、スクリ ーン ( ボト ムレ ール) が止ま

り ます。

● ボト ムレールが途中にある場合は、操作コ ード

を少し 下に引き、手を一旦ゆるめてから 再び操

作コ ード を 引き、スクリ ーン ( ボト ムレ ール) を

止めたい位置で手を離し てく ださ い。

ボト ムレール

ボト ムレ ール

操
作
コ
ー
ド

操
作
コ
ー
ド

ボト ムレ ール

操
作
コ
ー
ド

コ ード 式の場合

操作コ ード から 手を 離す場合は、 スク リ ーン (ボト ムレ ール)が確実に止まっ ている こ

と を 確認し てから 手を 離し てく ださ い。 スク リ ーン (ボト ムレ ール)が勢いよ く 下がり

ケガや故障の原因と なり ます。

スク リ ーン (ボト ムレ ール)の上げ下げを 行う 場合に、 操作不可部を 引いても 昇降は行

えません。 故障の原因と なり ますので、 正し い位置を持っ て操作を行っ てく ださ い。

注意

■ スク リ ーン ( ボト ムレ ール) を 上げる方法
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お子様を 操作コ ード で遊ばせないでく ださ い。 首や体に巻き 付く 等し て思わぬ事故を

招く 恐れがあり ます。    

警告

●セーフ ティ ーホッ ク は操作コ ード がお子様の首や体に巻き

付いた場合、危険を 回避する 為に、操作コ ード を 分離さ せ

るための部品です。

●セーフ ティ ーホッ ク に力がかかっ たり 、セーフ ティ ーホッ

ク の近く を 持っ て操作する と 、セーフ ティ ーホッ ク が外れ

ます。セーフ テ ィ ーホッ ク が外れた場合は、そのま ま使用

せずに、再びはめ直し てから ご使用く ださ い。

セーフティ ー
ホッ ク

■ セーフ ティ ーホッ ク について

●お買い上げの製品には、ボト ムレ ール右側底面に製品情報を 記載し たメ ン テナン スシールを

貼付し ており ます。製品に関するお問い合わせや修理等の際にこ のメ ンテナンスシールをご

確認く ださ い。

メ ン テナン スシール

ボト ムレール

サンゲツ P S＊＊＊＊＊　 P S＊＊＊　 16 6 0 ×8 9 0

機種名 色柄品番 製品巾 製品高さ

■ 生産日：
■ 品　 名：

■ 受注N o： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ M a de in  Ja p a n

＊＊年＊＊月＊＊日

サンゲツ PS＊＊＊＊＊
PS＊＊＊　 1 6 6 0×8 9 0

生産日が記載さ れています。

製品仕様が記載さ れています。
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“ 故障かな”と 思ったら

プ リ ーツ の折り 目が乱
れていると 思われます。

● ス ク リ ーン がき れい に
たたみ上がら ない。

● P .1 3〈 ス ク リ ーン の折り 目
が乱れた 場合の直し 方〉を
ご覧く ださ い。

現　 象 原　 因 処　 置

❶ スク リ ーン が乱れた場合、手でプリ ーツ の

折り 目を整えてから たたみ上げてく ださ い。

〈 スク リ ーンの折り 目が乱れた場合の直し 方〉

❷たたみ上げた状態でし ばら く 置き、プリ ー

ツ の折り 目を 正し い状態にし てから 操作

を行っ てく ださ い。

※スク リ ーン の種類や状態によ っ て復元に

必要な時間は異なり ます。一度でスク リ ー

ンの乱れが直ら ない場合は、上記❷のたた

み上げた状態を でき る だけ長く と っ てく

ださ い。

■ こ んなと き
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梱包材の処理方法

お手入れ方法

●日頃のお手入れはハタ キやハンド モッ プ等でほこ り を落と し てく ださ い。

●水拭き や水のかかる 場所でのご使用は、スク リ ーン が変色する 場合があり ますので避けてく

ださ い。

●スク リ ーン は特殊樹脂加工さ れていますので折っ たり 曲げたり すると シワやク セが残り も と

に戻ら ない場合があり ますので十分注意し てく ださ い。

●梱包材は可燃ゴミ と 不燃ゴミ に分別し て処分し てく ださ い。

●各自治体によ り 分別基準が異なり ますので、それぞれの自治体の規定に従っ て処理し てく だ

さ い。

不要になっ た梱包材は、 幼児の手の届く と こ ろ に置かないでく ださ い。 頭から かぶる

などし たと き に、 口や鼻をふさ ぎ、 窒息する恐れがあり ます。

警告
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保証書

保証期間： お買い上げ日より 3年間

（ ただし 消耗品は1年間、 スク リ ーン類は対象外と なり ます）

無料修理規定

株式会社サンゲツ 〒451-8575 愛知県名古屋市西区幅下1-4-1

販売店名

住所

電話番号

お買い上げ日 年 月 日

この度は、サンゲツ製品をお買い上げいただき、誠にあり がとう ございます。

当製品は、厳密な品質管理のも と お届けしており ますが、万一、保証期間内に故障し た場合には、無料修理規

定に基づき 修理をさ せていただきます。

無料修理をご依頼になる場合は、メ ンテナンスシールをご確認の上、お買い上げいただいた販売店又は、最寄

り の弊社営業所までご連絡く ださ い。

１ . 取扱説明書、本体注意ラベル、タグに従った正常な使用状態で保証期間に故障し た場合は、無料で修理を

さ せていただきます。

２ . 保証期間内でも 次の場合は、有料修理と させていただきます。

 ① 使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び、破損

 ② お買い上げ後の取付け場所の移設、輸送、落下等による故障及び、破損

 ③ 天変地異（ 火災、地震、水害、落雷等） による故障及び、破損

 ④ 特殊環境（ 極度の高温・ 多湿、塩害、薬品、粉塵、ガス害、公害等） による故障及び、破損

 ⑤ 建築躯体の変形など製品以外に起因する故障及び、破損

 ⑥ 本書のご提示がない場合またはメ ンテナンスシールが貼付さ れていない場合

３ . 本書は、日本国内においてのみ有効です。


